
【取組内容】 １人１台端末を活用した個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

紫波町立紫波第一中学校（岩手県）【協力校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

３年 数学「三平方の定理」の導入 ～３つの正方形の面積の間にどんな関係があるか～
１人１台端末の学習支援ソフトを活用して、３つの正方形の面積の関係を調べた。各自で大きさを考
えて正方形を作り、頂点をつなげるという条件を決めて作成した。３つの間の三角形が直角三角形以外
のものが出てきたときは成り立たないという比較もできるように、全体共有した。

個人で三平方の定理が成り立つか確かめる 紙で描く生徒、他の生徒のものを真似て確認 途中段階で提出し、他者の図を参考にしたり、全体共有する

【活動の様子と成果】
すぐに図を描ける生徒については、３つの正方形が面積の関係が成り立たないものを見つけさせる発展的な内容を取
り扱うことができた。自分自身で作図することが難しい生徒でも、学習支援ソフトの提出箱を見ることで、他者の考え
から、自分の作図を完成させることができ、面積の関係を調べることができた。グループ活動や全体共有では、成り立
たない場合の真ん中にできる三角形の形の違いや、面積の関係から三平方の定理に気付ける生徒が増えた。
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